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質問議員 質問番号 質問事項 質問枝番 質問要旨

1 藤原義春 1 1

一問一答
方式

2

3

2 1

2

3

4

2 仲島雄大 1 1

一問一答
方式

2

2 1

2

3

3 山野智彦 1 1

一問一答
方式

2

3

2 1

2

3

3 1

2

3

こどもの予防接種
の実施状況と改善
点

町では、こどもの定期予防接種として１２種類が実施されてい
るが、それぞれの接種数、対象数、接種率は。

特に就学後の案内方法の改善を。

予防接種の案内方法は。

小・中学校での「
主体的、対話的授
業」への懸念

文部科学省が進めている「主体的、対話的で深い学び」とは、
どのようなものか。

基本的な知識の教授がない、または薄いなかで、生徒間での学
び合いを進める考えには疑問がある。町教育委員会としての見
解は。

令和７年第２回伊奈町議会（定例会）

いなまるの収支状況はどうか。

デマンドタクシーの利便性についてどう考えるか。

デマンドタクシー
に切り換えること
について

町が把握している直近３年間の犯罪件数と増加傾向にある特定
犯罪の傾向について伺う。

白岡市ののりあい交通に係る総予算は、約５，５００万円であ
り、伊奈町の町内循環バス運行管理事業の令和７年度予算が約
４，１５０万円である。利便性を考えると、白岡市ののりあい
交通のようなデマンドタクシーの方が伊奈町民に受け入れやす
いと思うが、どうか。

町立の小・中学校の児童・生徒の学力向上のためにどんなこと
をしているか。

小学６年生と中学１・２年生に対し、週に一度の漢字テスト、
英単語・熟語テストを実施したらどうか。

町としてフレイルという概念をどのように捉え、社会的及び財
政的影響についてどのように認識しているか。

その流れでの学校課題研究ではどのような例があるか。

現在実施している、あるいは今後導入を予定している具体的な
フレイル予防プログラムについて伺う。

フレイル予防による介護給付費等の伸び抑制効果について町と
して現時点で試算している数値的根拠はあるか。

国民健康保険税の
負担増の原因と対
策

国民健康保険税の算出における公費割合はどうなっているか。

国庫負担率の推移はどうであるか。

厳しい国保被保険者の負担状況をこれ以上放置せず、国・県に
対策の訴えを。

学力向上の取組に
ついて

防犯カメラに対す
る町の姿勢につい
て

財政健全化に寄与
するフレイル予防
について

現在の中学２年生から高校入試が変わる予定だが、どういう対
応策を考えているか。

防犯カメラの設置についてどのような基本的な理念・目的のも
とに運用し、防犯カメラの必要性について町はどのように考え
ているか。

中学生の英語力向上のために、ＡＬＴを小針中学校に２人、伊
奈中学校に１人、南中学校に１人の配置に変更したらどうか。
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3 山野智彦 4 1

2

3

4 川内雅人 1 1

一問一答
方式

2

3

4

5

2 1

2

3 1

2

4 1

2

5 大沢淳 1 1

一問一答
方式

2

3

4

5

6

2 1

2

3

3 1

2

6 武藤倫雄 1 1

一問一答
方式

2

ＶＲ活用による認知機能の維持向上の取組実績は。

町でのＡＩ活用の現状は。

先端技術の導入に
ついて

農業の継続的発展
と町民との共存に
ついて

農業用水路の清掃や草刈りなどの維持管理は。

温水プールを整備し、町民の健康づくりや水泳授業に役立てる
こと。

空き地の雑草処分
について

職員の充足率は。

原材料費高騰による影響は。

災害時の炊き出し拠点となり得るか。

町内の対象施設は。

設置をすすめていくこと。

町からの生涯学習の機会提供は、どのようになっているか。

情報選別、人生等について、生涯学習の機会の拡充を図れるも
のはないか。

直近３年度における外国人の現年度分収納率はどうか。

行政代執行が可能となる「緊急を要する」とはどのような事態
を想定しているか。

令和６年１２月定例会のご答弁で、費用回収が問題なので難し
いとのことだったが、町として改善のために検討していること
はあるか。

水泳授業やプール設備の現状と課題は。

伊奈町と上尾市の現状は。

利用するための手続きは。

科学、経済、歴史について、生涯学習の機会の拡充を図れるも
のはないか。

営農型太陽光発電についての町の考えは。

国民健康保険税の
収納率について

人生を豊かにする
生涯学習の拡充を

給食センターの設
備と労働環境につ
いて

設備老朽化による改修の予定は。

労働災害・公務災害の発生状況は。

公共施設や小中学
校のトイレへの生
理用品やサニタリ
ーボックスの設置

こども誰でも通園
制度の本格実施に
向けて

学校の水泳授業と
温水プールの整備

直近３年度における現年度分収納率はどうか。

試行的事業の中で出てきた課題の受け止めや対応。

保育士の確保は十分か。

営利企業の参入は慎重に。

自由利用では、乳幼児が特定の保育者との安定した関係性や情
緒的な絆を築くことが困難とはならないか。

水泳授業の本来の趣旨と現行の位置づけは。
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6 武藤倫雄 1 国民健康保険税の
収納率について

3

2 1

2

3

3 仮囲いの規制につ
いて

1

7 大野興一 1 1

一問一答
方式

2

3

4

2 1

2

3

3 1

2

8 五味雅美

一問一答
方式

1 1

2

3

4

2 1

2

3

3 1

2

4 1

2

国勢調査の取組に
ついて

道路に時速３０キロメートル規制ができるのは。どのような条
件か。

例えば町道８号線などはどうか。

町のにぎわい創出
調査結果について

伊奈町で、不登校とされる児童生徒の数について、コロナ禍前､
コロナ禍が始まった２０２０年度、及び２０２４年度での３時
点での対比で、どのように推移しているか。

県道上尾蓮田線に大規模な物流センターができた。今後の交通
状況の変化は。

小中学校の通学路
に時速３０キロメ
ートル規制はでき
ないか

ヤード等の仮囲いに関する規制の有無と規制の内容はどうか。

調査結果報告書の概要はどうか。

結果報告の町の受け止めはどうか。

米価の安定のため
に

県道蓮田鴻巣線の
買収・工事の進捗
状況は

消費者米価は幾らぐらいが妥当であると考えるか。

結果報告を受けて今後の展開はどうか。

米価が高騰をし続けている原因は何か。

物流センター敷地は、トヨタ自動車の車両置き場であった。消
火器使用によるＰＦＡＳが検出されたところのようだが、その
後安全は確認されたか。

不登校の要因にマ
ッチした支援を

不登校支援の目指すもの、解決の方向をどのように考えるか。

不登校支援の内容は。

不登校の要因をどの様に考えるか。

県道蓮田鴻巣線の工事の進捗状況は。

広島・長崎の平和記念式典派遣事業を。

県内自治体の取組状況は。

収納率向上のための現在の取組はどうか。

生産者にとっては米５キログラム幾らぐらいが妥当だと思うか｡

被爆体験の継承事
業を

日本被団協がノーベル平和賞を受賞したのを機に、児童生徒な
どに被爆者の体験を継承する取組を。

農地の集約化を大胆に実行するために、耕地整理事業を起こし
てはどうか。

特定健診の通年実
施を

受診率向上の策は。

通年実施の検討を。

前回までの回答率はどのくらいか。

今年は５年に一度の国勢調査の年だが、どのように進められる
のか。
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8 五味雅美 4 3

4

9 戸張光枝 1 1

一問一答
方式

2

3

4

5

2 1

2

3

3 1

2

3

4

4 1

2

3

4

10 木俣美千代 1 1

一問一答
方式

2

2 多文化共生社会を
目指して

1

国勢調査の取組に
ついて

本町における技術系職員（建設・土木系）の現状の人数と過去
１０年間での変動と技術職の人材確保・育成に対して、どのよ
うな取組を行っているか、また今後の方針は。

即応性向上のため
にインフラ維持管
理の包括委託を

担い手確保に向けた創意工夫は。

外国人の国別の人数は。

東京都立川市での事件について、町教育委員会としての受け止
めは。

本町における民生委員の充足率は１００％か。

民生委員が安心して、かつ効率的に活動できるような環境整備
としてＩＣＴ活用や安全対策について、取り組まれていること
と現在検討中の施策は。

県の補助事業について、本町として活用の予定があるか。

区や自治会の関与はどうなっているか。

本町における独居高齢者と高齢者のみの世帯の現状と今後の見
通しは。

今後２０年の維持管理・更新に必要な費用の見通しと財源の見
込みは。

指導員、調査員等の担い手の確保はどうか。

万一の侵入時に備えた、教職員向けの危機管理マニュアルや児
童・生徒を対象とした避難訓練の実施状況と今後の改善策は。

現在実施している高齢者見守り活動（民生委員の訪問、お年寄
り世帯見守りたい員、見守りオレンジネットワーク事業など）
の実績と評価は。

今後、さらなる高齢化に備え、電話やＩＣＴを活用した「シル
バーコール」等の公的見守り支援の導入についての検討状況は｡

東京都府中市やさいたま市など、包括管理方式を導入した先進
事例において、災害時の即応性や住民対応の迅速化が図られて
いるが、本町において同様の仕組みを導入した場合の期待でき
る効果と導入の可能性は。

独居高齢者に寄り
添う支援、シルバ
ーコール事業の実
施を

出生届をオンライン化にするメリットとデメリットは。

民生委員の担い手
確保や活動環境整
備に向けた県補助
事業の活用につい
て

出生届をオンライン化すべきと考えるが町の見解は。

児童・生徒・教職
員等の命を守るた
め学校への不法侵
入防止の強化を

出生届をオンライ
ン化に

本町の小・中学校における、不審者の侵入防止策（門扉管理、
監視カメラ、通報システム等）の現状とその実効性は。

今後、教職員や児童・生徒の安全をより確保するために、警備
体制の見直しやセキュリティの強化、通報体制の拡充などをど
う進めていくのか、町の方針は。

２０４０年には道路橋の約７５％が築５０年以上となる見通し
であるが、本町における道路橋や下水道の老朽化率はどの程度
か。

災害時における道路・橋梁等の応急対応について、現行体制で
の課題は何か。また、包括委託によって即応性が高まる可能性
についてどう認識しているか。
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10 木俣美千代 2 2

3

3 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11 冨井篤弥 1 1

一問一答
方式

2

3

4

5

2 1

2

3

4

5

6

12 髙橋まゆみ 1 1

一問一答
方式

2

多文化共生社会を
目指して

成人してから発達障害と診断された人への支援は。

平常時から非常時
まで安心してくら
せる住民第一のま
ちづくりを

外国人が窓口に相談に来た時の多言語対応は。

公園や道路(歩道を含む)の整備及びバリアフリー化について町
の見解は。

子どもの発達障害
の早期発見と大人
になっても切れ目
のない支援の強化
を

全国自治体の５歳児健診の実施率は。

町内での道路逆走の発生状況と、逆走が起きやすい箇所につい
て伺う。

町内の中学校特別支援学級の卒業後の進路は。

小学校入学前の発達に不安を感じている子どもの相談体制は。

町内の特別支援学級と埼玉県立特別支援学校の就学説明会の内
容は。

小学校入学前健診の内容は。

小学校入学後、発達障害の特性が顕著になった児童の医療・教
育相談体制は。

高齢者ドライバーの運転免許返納支援について、町で検討して
いる施策を伺う。

発達に特化した５歳児健診を予約制で行っている自治体の事業
内容は。

町内における高齢者ドライバーの運転免許返納の状況は。

交通事故ゼロの伊
奈町を目指して

現状では５歳児健診が実施されていないが実施できない理由は｡

外国人への書類表記に多言語表示の町の見解は。

１歳６ヶ月児健診、３歳児健診で発達障害の発見はできるのか｡

学校給食における遺伝子組換え食品の使用状況について伺う。

学校給食で使用される食器等の洗浄で採用されている洗剤を伺
う。

内水により複数回浸水している箇所について、どのような対策
を講じているか。

町内道路の逆走防止策について伺う。

町内における保育施設及び教育施設等周辺の交通安全対策につ
いて伺う。

政府が進める令和８年度以降の小学校の給食費無償化について､
町はどのように受け止めているか。

学校給食の主食における米、パン、麺類の比率は、米価の高騰
でどのような影響を受けているのか伺う。

食材費高騰の中で
も安心安全な学校
給食の提供を

町内の各学校における学校給食の提供量の不足やフードロスの
状況について伺う。

物価高のなかで、学校給食の伊奈町産の使用率の推移はどのよ
うな状況か。
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12 髙橋まゆみ 1 3

4

5

2 ごみ広域処理施設
整備と周辺環境の
整備について

1

13 上野尚德 1 1

一問一答
方式

2

3

4

5

6

7

2 1

2

3

4

5

6

7

14 青木久男 1 1

一問一答
方式

2

3

4

5

職員の不満を聞き対応する仕組みは。

駐車場使用料金に対する不満の声はないか。

原市沼川調節池、上の池の盛土の撤去状況及び水害対策となる
工事全体の進捗状況を伺う。

過去５年間の火災件数の推移と出火原因、消火器等による初期
消火成功事例の状況はどうか。

平常時から非常時
まで安心してくら
せる住民第一のま
ちづくりを

会計年度任用職員の人数と退職者の推移は。

主な退職理由は。

今後の消防費の推移の予測は。

その他大きな負担が予測される事業は。

どの程度の額まで許容範囲と考えているのか。

北部・消防分署の進捗状況と費用は。

侵入犯罪から住民の命と財産を守るための対策として、人感セ
ンサーライトや防犯カメラ等の購入に補助金制度を設ける研究
は進んでいるか。

新庁舎建設費の増額はないか。

安心安全の町づく
りについて

近くのスーパーが閉店して不便になった地域があるが、新店舗
誘致等、町の対策はどうか。

来年１１月契約更改とされている町内循環バスの方向性を伺う｡

妊娠から（子供が）高校卒業まで切れ目のない子育て支援策を
実施しているなか、町の合計特殊出生率や０歳から１４歳まで
のいわゆる年少人口の推移及び近隣の状況はどうか。

町職員の希望と適
性に応じた人材配
置と定着率向上へ
の取組は

職員の人数と定年以外の退職者の推移は。

将来にわたり財政
負担が増える中、
伊奈町は持続しつ
づけられるのか

新ごみ処理施設建設による想定財政負担額は。

昔の自警消防団由来の防火用井戸の管理状況を伺う。

住宅に雨水貯留タンクを設置してもらうことで大雨時の浸水緩
和につなげ、災害時はトイレ水洗などに利用できるので、購入
設置に町が補助を行ってはどうか。

定着率向上、新たな人材の登用のための取組は。

少子高齢化、人口減少、大型事業。町民サービスを維持向上さ
せ、伊奈町は持続し続けられるのか。

人材配置は、どの様な観点で決めているのか。

進捗状況はどうか。
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